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• スポーツ選手のセカンドキャリアについて関心が集まってい
るものの、情報は不十分。 

 
• 野球選手とサッカー選手の比較 
 
      野球    サッカー 
 最高年俸 → 5億7千万円  1億5千万円 
 平均年収 →  3,678万円   2,217万円 
 引退年齢 →   29.8歳      26歳 
 
• 収入の少なさ、キャリアの短さから、Jリーガーのキャリアに
は独特の問題があると考えられる。 

• CSC（キャリアサポートセンター）が2012年に廃止されている
がどのような背景と問題があるのか？ 

 
 

緒言 



目的 

Jリーガーのキャリアの現状を明らかにし、セカ

ンドキャリアのサポートについて検討・施策の提
案を行う。 



研究方法 

 

• 現役Jリーガーの年齢・最終学歴などのプロ
フィール調査 

• Jリーグ関係者へのインタビュー 

 -J１クラブスタッフ1名、選手会事務局員1名 

• デュアルキャリアに関する調査 

 -有識者1名 

 

 

 



プロフィール調査結果① 

図１ Jリーガーの年齢分布(％) 

平均年齢 
Ｊリーグ全体  ２６歳 

Ｊ1 ２５．８歳 
Ｊ2   ２６．２歳 
Ｊ3   ２５．８歳 



プロフィール調査結果② 
Jリーガーの最終学歴(J1) 

J1は6割が高卒選手、また現役高校生選手も在籍している 



プロフィール調査結果③ 
Jリーガーの最終学歴(J2) 

J2は高卒・大卒選手の割合はほぼ変わらない 



プロフィール調査結果④ 
Jリーガーの最終学歴(J3) 

J3は7割が大卒選手、専門学校卒の選手も在籍している 
また、セミプロ（既に働いている）の選手が多い 



 
インタビュー調査結果① 

  
• J1選手で引退する選手はごくわずか 

– J1選手は引退ではなくJ2・J3へ移籍 

• Jリーガーは戦力外通告の６割がサッカー関係へ 
– 現役続行（JFL・地域リーグ） 
– Jクラブスタッフ（強化部・スカウトなど）、サッカースクール
コーチ・・・プロ契約 

↓ 
セカンドキャリアで進んだ先で 
さらにキャリアが必要になる 

↓ 

サードキャリア問題 
 
 

 
 



 
インタビュー調査結果② 

 
• 選手の意識の問題 

– 現役選手にセカンドキャリアについて考えさせること
は難しい（高橋・重野、2010） 

– 視野の狭さ・無関心・知識がない 

• 監督・コーチ・強化部の理解がない 
– チームを勝たせることが仕事であるため、選手の
キャリアに対する理解がない 

• CSC廃止の背景 
– 利用者の少なさ(現役中にセカンドキャリアについて
考える選手が少ない) 

高橋潔・重野弘三郎「Jリーグにおけるキャリアの転機―キャリアサポートの理論と実際」日本労働研究雑誌、
No.1、pp119-129、2010、pp16-26 



インタビュー調査結果③ 

デュアルキャリア概念 

教育とスポーツを同じ場所で効率よく 
両立させ将来に備えようとする概念 
ヨーロッパで発展中 

日本の学校スポーツ 

日本はすでにデュアルキャリアの 

環境が整っているが選手は競技に
専心しがち 
→選手の意識の問題に通じる 

教育 

競技 競技者 



分析 

<結果まとめ> 

• J1では高卒・J2では大卒が多い 

• 現役選手にセカンドキャリアについて考えさせることは難しい 

• サードキャリア問題 

• デュアルキャリアの環境は整っているのに活用できていない 

↓ 

選手になる前に注目！ 
 J1選手は高卒選手が多いため高校生の頃からアプローチが必要 

 J2選手は大卒選手が多いから大学時代の学業と競技の両立をサ
ポート 

 



提言Ⅰ.アカデミックキャリアアドバイザー
(ACA)の設置 

• 対象→サッカー強豪大学 

• 目的→設置により学業と競技の両立をサポート、競
技に安心して臨める環境づくり 

• 役割→学生と教員の間の立中的な立場からアドバ
イスを行う、教員の競技への理解を求める 

• 費用→大学で負担、また五輪を控えていることから
実施大学に強化費を用いて支援 

• 人材→元アスリート 

 



提言Ⅱ.続・夢先生 

• 対象→高校年代の有望選手 

• 目的→サッカー以外のことに興味関心を向けるきっ
かけづくり 

• 役割→サッカー選手という夢のその先について講演
を行う 

• 費用→日本サッカー協会が負担 

• 人材→元サッカー選手(現在サッカー関連以外の職
業に就いている人) 



参考文献 

• アメリカ野球愛好会編、「ダッグアウト」第９巻第
１号、p4 

• ベスマネ.net (プロ野球選手 年俸ランキング) 
• Jリーグ公式サイト 
• プロ野球選手会 
• サカマネ.net (2014年Jリーグサッカー選手 年俸
ランキング) 

• 高橋潔・重野弘三郎「Jリーグにおけるキャリアの
転機―キャリアサポートの理論と実際」日本労働
研究雑誌、No.1、pp119-129、2010、pp16-26 



～ご清聴ありがとうございました～ 


